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藤
田
京
弥

芝
田
昂
平

メインタックル①メインタックル② 藤
田
さ
ん
が
今
回
最
も
多
投
し
た

シ
ボ
フ
ラ
ッ
ト
4
・
8
イ
ン
チ
の
ラ
イ

ト
テ
キ
サ
ス
は
、
ス
テ
ィ
ー
ズ
リ
ア
ル

コ
ン
ト
ロ
ー
ル 

R 

C 

C
73
H
―

S 

V
•
S
T
を
使
用
し
た
。

「
ヘ
ビ
ー
表
記
で
す
が
か
な
り
汎
用
性

が
高
い
ロ
ッ
ド
で
、カ
バ
ー
ジ
グ
、テ
キ

サ
ス
、ス
イ
ム
ベ
イ
ト
、ビ
ッ
グ
ス
プ
ー

ン
、
ア
ン
ブ
レ
ラ
リ
グ
な
ど
い
ろ
い
ろ

使
え
ま
す
。
ソ
リ
ッ
ド
テ
ィ
ッ
プ
を
搭

載
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
汎
用
性
が
高

く
、繊
細
な
操
作
も
可
能
な
ん
で
す
。シ

ボ
フ
ラ
ッ
ト
を
ズ
ル
引
き
す
る
と
き
、

チ
ュ
ー
ブ
ラ
だ
と
引
っ
張
り
す
ぎ
て
浮

い
て
し
ま
う
ん
で
す
が
、
こ
の
ロ
ッ
ド

だ
と
ボ
ト
ム
に
食
い
つ
か
せ
る
よ
う
に

引
く
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
。
人
間
側

の
ス
キ
ル
で
同
じ
こ
と
を
す
る
の
は
お

そ
ら
く
不
可
能
な
の
で
、
ソ
リ
ッ
ド

テ
ィ
ッ
プ
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
僕
は
陸
王
の
と
き
は
い
つ

も
こ
の
ロ
ッ
ド
を
使
っ
て
い
ま
す
ね
。

僕
の
中
で
オ
カ
ッ
パ
リ
の
ヘ
ビ
ー
バ
ー

サ
タ
イ
ル
と
い
う
位
置
付
け
」。

　

今
回
シ
ボ
フ
ラ
ッ
ト
4
・
8
イ
ン
チ

で
使
用
し
た
タ
ッ
ク
ル
に
は
、
ラ
イ
ン

に
も
肝
が
あ
る
と
い
う
。

「
ラ
イ
ン
は
20

ポ
ン
ド
っ
て
い
う
の
が

大
事
で
す
。
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ダ
ス
も
そ
う
で

す
が
、
ラ
イ
ン
の
重
み
を
利
用
し
て
ル

ア
ー
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
い
。
シ
ボ

フ
ラ
ッ
ト
も
そ
の
ほ
う
が
移
動
距
離

を
抑
え
て
浮
か
ず
に
ズ
ル
引
け
る
。
あ

と
、
ラ
イ
ン
は
太
い
ほ
う
が
隙
間
に
挟

ま
り
に
く
い
の
で
根
掛
か
り
も
減
る
と

思
い
ま
す
」。

２
日
間
の
試
合
、
全
て
の
釣
果
を
ス

ト
レ
ー
ト
ワ
ー
ム
で
叩
き
出
し
た
芝

田
さ
ん
。
途
中
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
フ
カ
ベ

イ
ト（
ノ
リ
ー
ズ
）
や
ギ
ー
ラ
カ
ン
ス

（
デ
ィ
ス
タ
イ
ル
）、
ス
ー
パ
ー
フ
ィ
ッ

シ
ュ
ロ
ー
ラ
ー（
レ
イ
ド
ジ
ャ
パ
ン
）

な
ど
も
投
入
し
て
い
る
が
、
釣
果
を
支

え
た
の
は
、
ル
ス
ト
ク
ロ
ー
ラ
ー
5
・

8
イ
ン
チ（
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ゲ
ル
）を
2

本
接
続
し
た
11

イ
ン
チ
。
そ
し
て
、
ボ

ウ
ワ
ー
ム
ヌ
ー
ド
ル
8

イ
ン
チ
の
実

質
２
種
類
。

「
メ
イ
ン
に
し
た
ス
ピ
ニ
ン
グ
の
ヘ
ラ

ク
レ
ス
・
フ
ァ
ク
ト
H
F
A
S
―

61 

U
L
S
T
は
ロ
ッ
ド
の
制
限
が
5

本

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
選
ん
で
い
ま

す
。
本
来
、
メ
イ
ン
に
し
て
い
た
ノ
ー

シ
ン
カ
ー
の
ス
ト
レ
ー
ト
ワ
ー
ム
の

釣
り
は
チ
ュ
ー
ブ
ラ
ー
で
や
り
た
い

釣
り
で
す
が
、
シ
ェ
イ
ク
を
使
う
よ
う

な
繊
細
な
釣
り
も
並
行
し
て
行
え
る

よ
う
に
、こ
の
ロ
ッ
ド
選
ん
で
い
ま
す
。

操
作
感
も
大
事
な
の
で
。
あ
と
、
先
調

子
だ
け
ど
魚
が
掛
か
る
と
し
っ
か
り
曲

が
る
ロ
ッ
ド
じ
ゃ
な
い
と
ダ
メ
な
ん

で
す
よ
ね
」。

　

ベ
イ
ト
ロ
ッ
ド
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ

ス
ピ
ニ
ン
グ
と
同
じ
理
由
と
の
解
説
。

ち
な
み
に
こ
の
2

本
は
ソ
リ
ッ
ド

テ
ィ
ッ
プ
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

①［シボフラット4.8・ヴィヴィダス用］●ロッド：
スティーズRC C73H-SV•ST ●リール：ジリ
オン SV TW 1000XHL ●ライン：レッドスプ
ール 20ポンド（ジャッカル） ②［キングジミー
ヘンジ・シボフラット3.6・ドリフトクラブ用］●
ロッド：スティーズRC C71MH-SV•ST ●リ
ール：ジリオン SV TW 1000XHL ●ライン：
レッドスプール 16ポンド（ジャッカル） ③［ミ
ナモ用］●ロッド：スティーズRC S61L-SV 
●リール：イグジストLT2500S-XH +クイック
ドラグノブ ●ライン：PEデュラセンサー 
x12EX+Si3 1.2号（DAIWA）＋フロロ3.5号 
④［ドリフトクラブ・ネコリグ用］ ●ロッド：ステ
ィーズRC S61UL-SV•ST ●リール：イグジ
ストSF 2500SS-H ＋クイックドラグノブ ●
ライン：レッドスプール 4ポンド（ジャッカル）
※ロッドとリールは全てDAIWA

［ブルフラット5.8in用/ネイルリグ］●ロッド：ヘラクレス・ファクト
HFAC-70HST（エバーグリーンインターナショナル）●リール：バ
ンタムMGL XG（シマノ）●ライン：ザルツ ザ・ブラックFC 16ポンド
（ラインシステム）［ルストクローラー 11インチ ノーシンカー /無理
やりジョイントフカベイト］●ロッド：ヘラクレス・ファクトHFAC-
67MHST（エバーグリーンインターナショナル）●リール：ジリオン
SV TW（DAIWA）●ライン：ザルツ ザ・ブラックFC 14ポンド（ライ
ンシステム）［ルストクローラー 5.8インチ/カバーネコリグ2.2グラ
ム］●ロッド：ヘラクレス・ファクトHFAC-66MST（エバーグリーンイ
ンターナショナル）●リール：アルファスAIR（DAIWA）●ライン：ザ
ルツ ザ・ブラックFC 12ポンド（ラインシステム）［ルストクローラー
11インチ（ 5.8インチ×2）●ロッド：ヘラクレス・ファクトHFAS-
61ULST（エバーグリーンインターナショナル）●リール：24ルビア
スLT2500S-XH（DAIWA）●ライン:ザルツ ザ・ブラックFC 4ポンド
（ラインシステム）［ルストクローラー 5.8インチ］●ロッド：スタンド
アウトSOS65ML（レジットデザイン）●リール：セオリー 2506H
（DAIWA）●ライン：オルトロスPEWX8 フィネスシャングリラ 0.6号
（Xブレイド）

藤
田
京
弥
の
オ
カッパリヘビ
ー

バー
サ
タ
イル
と
ラ
インセッティン
グの
肝

キ
ーポ
イン
ト
はロン
グワ
ーム
。

その
釣
り
を
支
え
た
タックルセッティン
グ

スティーズ
リアルコントロール
RC C73H-SV•ST

（DAIWA）

ROD

「ソリッドティップ搭載でテ
キサスからスイムベイトま
でかなり汎用性が高く、重
めのルアーや引き抵抗が
強いルアーを繊細に扱う
のに向いています。アメリ
カの試合でも複数本を必
ずボートに載せています」。

ジリオン SV TW
1000XHL（DAIWA）

REEL

「この竿にはジリ
オンがベストマッ
チなんですよ。重
心を手元に寄せ
たいという意図も
あります。ジリオ
ンは僕の中で最
強。トータルバラ
ンスが素晴らし
く、一生使い続け
られるリールだと
思っています」。

イグジストSF 2500SS-H
（DAIWA）
＋SLPW EX SF2500
QDノブ（SLPワークス）

REEL

「このロッドには絶対にイグジスト
SFを組みます。ロッドが軽すぎる
ので（52グラム）、オリジナルのイ
グジストだとリール単体を持って
いるかのような違和感が出てしま
うんです。SFなら重心が神バラン
スになりますよ」。

レッドスプール
4ポンド（ジャッカル）

LINE

「S61L-SVはPEラインを組みま
したが、フロロのタックルも絶対
必要なんです。PEは浮いたり風
に流されたりハリがなかったりす
るので。特に沈めて使うルアーの
ときは、ベイトタックルの話と同
じでラインの重みがほしい。スピ
ニングでもレッドスプールの硬さ
と伸びにくさは操作感の向上に
繋がっています」。

レッドスプール
20ポンド（ジャッカル）

LINE

「レッドスプールは世にあ
るフロロカーボンラインの
中では硬いほうです。僕
は操作感と感度の高さか
ら硬いフロロが好き。レッ
ドスプールは伸びにくく僕
のリアルコントロールをサ
ポートしてくれるラインな
んです」。

メインタックル①

ヘラクレス・ファクト
HFAC-67MHST

（エバーグリーン
インターナショナル）

ROD

「実は、HFAS-61ULSTを
選んだのと同じ理由。どち
らもソリッドティップ搭載で
操作感が良いですね」。ほ
ぼメインタックル。ルスト
クローラー 5.8インチ×2の
ノーシンカーワッキーに使
用。
●フック：パワーワッキー 
#1/0(ハヤブサ)

ジリオンSV TW
（DAIWA）

REEL

「スポットを撃つ
釣りには、このリ
ールを選んでい
ます。遠投なら
シマノ系なんで
すけどね」。

ザルツ
ザ・ブラック
14ポンド

（ラインシステム）

LINE

「これもしなやかさ、操作
感を重視して選んでいま
す。ザルツシリーズの全
体的な特徴だと思います」

使用タックル

使用タックル

RIKUO

SEASON BATTLE02
KYOYA FUJITA vs KOHEI SHIBATA

2025
©ルアーマガジン

エビやザリガニとともに自然界では確実
にバスに捕食されているカニをイミテー
トした唯一無二のワーム。藤田さんはリ
ザーバーのバックウォーターを中心に、
ダウンショットリグやネイルリグで使用し
ていた。写真はネイルリグを反転流の流
れに乗せて岩のえぐれに送り込んでバイ
トさせた技ありの1本。

サイトでも使える
カニ型ワーム

藤田京弥
ヒットルアー

ドリフトクラブミニ
（ジャッカル）

1.8グラム
ネイルリグ

RIKUO

SEASON BATTLE02
KYOYA FUJITA vs KOHEI SHIBATA

2025
©ルアーマガジン

藤田京弥
ヒットルアー

シボフラット4.8インチ（ジャッカル）

3.5グラム
ライトテキサスリグ
＋サイス #7/0

（ジャッカル）

RIKUO

SEASON BATTLE02
KYOYA FUJITA vs KOHEI SHIBATA

2025
©ルアーマガジン

藤田さんがプロデュースしたヴィヴィダスは、低速から高速まで幅広
い巻きスピードに対応するスイムベイト。その肝は、ネイルシンカー
を使ってジャストサスペンド状態を作り出し、20ポンドフロロラインの
重さを利用してルアーコントロールすることだという。0.1グラム単位
のウエイト調整をするために藤田さんはスルーネイルマイクロ（ジャ
ッカル）を愛用している。※写真は陸王2024第3戦（波介川）

マイクロネイルで
ベストセッティングに

藤田京弥
使用ルアー

ヴィヴィダス
（ジャッカル）

RIKUO

SEASON BATTLE02
KYOYA FUJITA vs KOHEI SHIBATA

2025
©ルアーマガジン

藤田京弥
ヒットルアー

ヤミィ3.8インチスリム
（ジャッカル）

1.3グラムネコリグ

藤田さんがライブスコープでバスの反応を確かめながらギル型ワー
ムに求めた性能は魅力的なスパイラルフォールとズル引きでボトム
から浮き上がらないこと。スパイラルフォールではテールも自発的に
アクションする。ズル引きでは浮き上がらずにボトムに張り付くように
動かすとバスから見切られにくくなるという。

藤田京弥が求めた
スパイラルフォールとズル引き性能

スティーズ
リアルコントロール
RC S61UL-SV•ST

（DAIWA）

ROD

「S61L-SVはスピニングタ
ックルで扱うルアーがなん
でも使えるイメージのスピ
ニングバーサタイル。対し
て、このS61UL-SV•STは
ソリッドティップ搭載で繊細
な操作ができるライトリグ
バーサタイルです」。

メインタックル②

24ルビアス
LT2500S-XH

（DAIWA）

REEL

軽くて質実剛健。
扱いやすいリール
として愛用。「一番
は軽いこと。ドラ
グ性能も必要十分
です」。

LINE

ザルツ
ザ・ブラックFC
4ポンド

（ラインシステム）
自由度が高い、しなやかさ
が魅力。「とにかく操作感
がいいライン。硬すぎず
柔らかすぎずです」。

ヘラクレス・ファクト
HFAS-61ULST
(エバーグリーン
インターナショナル)

ROD

陸王特有の5本制限を意
識して選ばれた汎用的に
使えるショートスピニン
グ。細かなリグも扱える操
作感と、掛けたら曲がるロ
ッドをチョイス。
●フック：フィネスワッキ
ー 4番（ハヤブサ）※ルス
トクローラー 11インチ
（5.8インチ×2）●フック：フ
ィネスワッキー #6（ハヤ
ブサ）※ボウワームヌード
ル8インチに使用

RIKUO

SEASON BATTLE02
KYOYA FUJITA vs KOHEI SHIBATA

2025
©ルアーマガジン

芝田昂平
ヒットルアー

ボウワームヌードル
8インチ

（エバーグリーンインターナショナル）

RIKUO

SEASON BATTLE02
KYOYA FUJITA vs KOHEI SHIBATA

2025
©ルアーマガジン

芝田昂平
ヒットルアー

RIKUO

SEASON BATTLE02
KYOYA FUJITA vs KOHEI SHIBATA

2025
©ルアーマガジン

RIKUO

SEASON BATTLE02
KYOYA FUJITA vs KOHEI SHIBATA

2025
©ルアーマガジン

芝田昂平
使用ルアー

こちらも芝田さんがサイトフィッシングで多用していた1本。
ルストクローラーと併用して使っていたワーム。ルストクロ
ーラーより細く、アピールは弱め。その特性を活かしながら
反応を見て使い分けていた。

存在感で誘う
ストレートワーム

ルストクローラー5.8インチ
2連結チューン（アイスフォーゲル）

ノーシンカーワッキーリグ

※
切
り
取
っ
て
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※
切
り
取
っ
て
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。

芝田昂平
使用ルアー

実はルストクローラーには製品版の11インチが存在する。しかし今回
は5.8インチの細さで長さがほしいという芝田さんのコダワリで5.8イ
ンチ×2本という改造ワームを多用。これがメインウェポンになった。

2連結でスリム版
ルストクローラー11インチに！

ルストクローラー5.8インチ
（アイスフォーゲル）

カバーネコリグ

試合中にカバーからキーパーサイズを絞り出したセッティング。「ルス
トクローラーはその太さと素材感がほかにはなかなかない」とは芝田
さんの弁。

カバー用として、投入されたネコリグ

ルストクローラー5.8インチ
（アイスフォーゲル）

ノーシンカーワッキーリグ

試合2日目の後半に見つけた、足が速いバスの
進行方向にタイミングを合わせてフォールさ
せ、食わせるパターンには、この5.8インチをノ
ーシンカーワッキーで使用した。水面で誘う際
はプロトのエラストマーモデルを使用。

最後に見つけた必殺の
中層フォールはこれで！

オリジナルのヤミィ4.5インチの単なるダウンサイジングではなく、径
を細くすることで圧倒的な食わせ性能を追求している。藤田さんは
これをネコリグで使用。サイトで発見したバスに口を使わせ、フィネ
スネコリグの食わせ能力の高さを実証した。

藤田京弥のライトリグサイトを支える
小さな実力者
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